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石川県議会ホームページ
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/gikai/index.html

志賀原発を廃炉に！
訴訟 原告団
ホームページ
https://shika-hairo.com/

盛本芳久 facebook
https://www.facebook.com/yoshihisa.morimoto.52

盛本よしひさ
ホームページ
http://molimoto.com/

・多忙化と教員不足を招いた制度ついに廃止
・新たな研修制度による教員の負担増懸念

教員免許更新制廃止法案可決 4月12日

・国連憲章違反の侵略戦争 暴挙
・核使用の危機、原発も標的に

ロシア、ウクライナに侵攻 ２月24日

・28年間の谷本県政の継承を掲げ馳浩氏当選
 国政との対峙、地方自治確立に期待

石川県知事選挙 馳氏当選 3月13日

・札幌地裁　泊原発 北海道電力に運転認めず　5月31日
・東京地裁　東電旧経営陣に13兆円賠償命令　7月13日

原発関連裁判 札幌地裁と東京地裁 原告勝訴

・容疑者の動機は世界平和統一家庭連合（旧統一教会）への恨み
・団体と自民党右派などとの闇の関係、徹底解明は国会の責務

安倍元首相銃撃により死亡 7月8日

・野党共闘進まず一人区で自民党勝利
・改憲勢力国会両院で2/3超を維持拡大
・社民党 得票増で国政政党としての要件確保

参議院議員選挙 野党敗北 7月10日

　次の言葉は、ガンジーが示した「7つの社会的罪（Seven 
Social Sins）」です。

1.理念なき政治 Politics without Principle　2.労働なき富 Wealth 
without Work　3.良心なき快楽 Pleasure without Conscience　4.
人格なき学識 Knowledge without Character　5.道徳なき商業 
Commerce without Morality　6.人間性なき科学 Science without 
Humanity　7.献身なき信仰 Worship without Sacrifice

　ガンジーの慰霊碑を囲む壁の外側に刻まれています。
2011年5月23日の参議院行政監視委員会で参考人として出
席した京都大学原子炉実験所助教小出裕章氏の原子力発電
に関わる発言でも引用されました。多くの人の心に深く刻
まれる言葉となっています。
　東日本大震災、福島第一原発事故を目の当たりにし、多
くの日本人は自らの生き方や社会のあり方を見直す必要が
あると感じました。このガンジーの視点で価値観を転換す
ることで政治や経済活動も平和で持続可能な方向に進むの

ではと、私は期待しました。しかし、この10年余り、少な
くとも日本社会はそうはなっていません。政治権力者や一
部の経営者たちは、お金と自らの地位のために、弱者・少
数者に目を向けようとせず、不都合なことは隠し、改ざん
し、嘘が明らかになっても開き直り、これを正そうとする
者に圧力をかけ、差別さえする状況です。政府とその取り
巻きは7つの社会的罪を犯し続け、ついには7番目「献身な
き信仰」は政治をゆがめ、多数の人を不幸に落とし入れ、
殺人という犯罪まで引き起こさせてしまいました。私たち
は皆幸福になる権利があると憲法は謳っています。政治は
その権利を守るためにあるのであって、邪魔するなど論外
です。
　7つの罪の解消は「嘘をつかない」「嘘を許さない」とい
う当たり前の道徳に行き着くように思います。真実を見抜
き、嘘つきは許さないという市民の自覚と闘いが求められ
ています。社会とつながる、参加する、発言・発信する、
選挙に行く。すべては私たちの行動にかかっていると思う
のです。



県議会県議会

ビシッ！
と追求

ビシッ！
と追求

Y 

T
S
U
S
H
I
N　

Y 

T
S
U
S
H
I
N　

Y 

T
S
U
S
H
I
N　

Y 

T
S
U
S
H
I
N　

Y 

T
S
U
S
H
I
N　

Y 

T
S
U
S
H
I
N　

Y 

T
S
U
S
H
I
N　

Y 

T
S
U
S
H
I
N　

Y 

T
S
U
S
H
I
N　

Y 

T
S
U
S
H
I
N

令和４年 ５月第３回定例会で質問したことをお伝えします

トキの放鳥と能登の今後について
私もトキの放鳥の実現を期待する一人であるが、本
県で放鳥が実施されることとなった場合、どのよう
に行うことになるのか。また、新たな施設は必要と
なるのか、国と県の役割分担や決定後の具体のとり
くみと併せて聞く。

盛本

日本国憲法の平和主義は前文と第九条にうたわれて
おり、戦争を放棄し、恒久の平和を実現することは
日本国民の願いである。県においては、戦没者慰霊
式を開催し、戦争の悲惨さや平和の大切さを次世代
に伝えるなどのとりくみを行うとともに、相互理解
や国際親善の推進のため、海外の友好交流地域と自
治体や民間による草の根交流を推進し、国際社会の
平和に寄与してきたところである。こうした中、ロ
シアによるウクライナ侵攻は、明らかに国連憲章に違
反する行為であり、断じて容認できるものではない。

ロシアのウクライナ侵攻について 

志賀原子力発電所について

憲法のうたう平和主義についての認識と、戦争否定、
平和創造のとりくみについて、見解を聞く。

盛本

原子力発電所に対する武力攻撃は決して許されない暴
挙であり、断じて容認することはできない。全国知事
会では本年三月、国に対して、外交等を通じた武力攻
撃の抑止などについて緊急要請を行ったところであ
る。また、原発立地道県で構成する協議会から、国が
責任を持って原子力発電所への武力攻撃等に対処し、
安全を確保するよう重ねて要請を行っている。

原子力発電所への武力攻撃に対する対策について、
原子力規制委員会は事実上ないと言っているが、武
力攻撃も想定される中、立地県として国にまず何を
求めていくのか。 

盛本

知事

再稼働についての見解を聞く。盛本

ＵＰＺ半径30㎞圏内の市町がそれぞれ運転可否への
意思表示ができるよう安全協定を見直すべきと考え
るが、見解を聞く。 

盛本

現在、志賀原発に係る安全協定については、北陸電
力と県、志賀町の三者で締結しており、再稼働に係
る自治体の了解に関する事項が盛り込まれている。
志賀町に隣接する七尾市、羽咋市、中能登町の三市
町については、周辺自治体として北陸電力と安全協
定の締結を希望しているが、締結に至っていない。
県としては三市町からの要請があれば協議の場に立
ち会い、助言や相談に当たる。

知事

志賀原発については現在、原子力規制委員会において
法律に基づく新規制基準への適合性に関する審査が行
われているところである。県としては規制委員会に対
し、科学的な根拠に基づき厳格な審査を行い、地元住
民はもとより国民の理解と納得が得られるよう、しっ
かりと説明責任を果たすことを引き続き強く要望して
いく。

知事

知事知事

教員免許更新制について

十年に一度の講習では、最新の知識・技能を身につけ
ることや、教員個々の最適な学びにつながらず、教員
への負担感が増大したことから、国会時代に廃止への
議論をリードしてきた。これまでも現場では、必要な
研修は行っており、現行の免許更新制は廃止すべきと
するのが私の主張である。

教員免許更新制は、安倍元首相らの意向を受け、強
引に導入された制度であるが、今年５月に改正法が
成立し、7月に制度は廃止された。馳知事は国会議
員時代に「教員を萎縮させる制度ならば断固反対す
る」と発言した。この制度の廃止について、文部科
学行政の真ん中にいた知事の率直な感想を聞く。

盛本

知事

免許の再授与手続に向け、新制度を様々な方法で周知
するとともに、他県の動向を踏まえながら簡素化に努
めていく。

更新手続をせずに免許が失効し、免許を再取得した
い場合、手続は簡略化し、広く周知をされるべきで
ある。今後の対応は。

盛本

教育長

教員の多忙化について

本県では、国に先んじて「35人学級」にとりくんでいる。
小5・6年生、中2・3年生の「35人学級」の実施については、
国からの必要な財源措置を前提として行っていく。

現状は文科省が示すガイドライン「超過勤務月45時
間以内、年間360時間以内」の達成には程遠い。国
には少人数学級の中学校への拡大、県には加配転用
による「35人学級」の小学校5，6年生、中学校2，
3年生への拡大を強く要望する。

盛本

教育長

集中的に過去の調査問題を練習させ、本来実施すべき
学習が十分に実施できない状況が生じることは、本調
査の趣旨・目的を損なうものである。本県では過去問
題を計画的に授業に位置づけ、学力の定着につなげる
よう適切に指導するものであり、単に学力テストの順
位を上げることを目的に過去問練習を行うことは絶対
にあってはならない。

石川県の学力調査の結果はトップレベルと宣伝をし
ている。順位維持のための過去問練習、採点や分析
等の業務により、日常の多忙化は依然として続いて
いる。知事はかつて、この過度の過去問練習に強い
憤りを表明していた。知事の考えを聞きたい。

盛本

知事

本県では昨年度、2市町4校の運動部において、休日
部活動の地域移行の実践研究を行い、様々な課題が確
認されたところである。今後は、これらの課題や情報
を共有し、県教委としても市町教委が具体的な移行プ
ランやスケジュールを定めた推進計画を作成できるよ
う協力していきたい。

過労死ラインを超える超過勤務の原因の一つに部活
動指導がある。部活動の休養日設定によって教員の
自己研鑚の時間が増え、授業等の教育活動における
指導力が向上をしたとの回答は、中高平均で33.1％
もあった。文科省の運動部活動の地域移行に関する
検討会議の提言を受け、本県の現状と課題、2025
年実現へのプロセスを聞く。

盛本

教育長

放鳥候補地の公募が行われている現段階では放鳥の実
施方法などについては未定である。国において、時期は
未定であるが、ハードリリース方式とするかソフトリリ
ース方式とするかなどの具体の放鳥の実施方法やその
ための施設の要否、そして国と県の役割分担などにつ
いて決定される。本県における決定後の具体のとりく
みについては、世界農業遺産で構築したネットワーク
も活用し、設置予定の専門委員会で議論していきたい。

生活環境
部長

生活環境
部長

盛本

県では普及に向け、栽培講習会等を通じて農業者に丁
寧に指導、助言を行ってきており、能登地域で農薬等
を三割以上減らした米が全体の約六割を占めるなど、
環境保全型農業が広がりを見せている。また、環境保
全型農業で栽培された農産物の需要開拓に向け、販売
面でも様々な支援を行っている。こうした環境保全型
農業は、環境負荷を軽減するのみならず農産物の付加
価値向上にも資する重要なとりくみであり、引き続き
意欲ある農業者をしっかりと応援していく。

教育長

一品でも一校でも月一回でも、県立学校の給食への
有機食材の使用を導入してはどうか。 

盛本

風力発電や太陽光発電によりトキの生息環境が悪化する
ことがないよう、市町と連携し規制に係る県の意見を事
業者や国に届けるべきと考えるが、見解を聞く。

盛本

県立学校の給食においては地産地消の観点から地場
産物の活用にとりくんでいるが、本県の有機農産物の
生産量は全国同様ごく僅かであり、給食に使うほどの
まとまった量を確保するのは容易ではなく、また価格
の面についても有機農産物は一般的に割高であり、現
時点では県立学校の給食に有機農産物を使用すること
には相当なハードルがある。

環境影響評価におけるこれまでの市や町の意見も踏
まえ、環境審議会で審議した上で希少な鳥類のバー
ドストライク対策や生息環境への配慮について意見
を述べてきたところだが、その後の県議会などでの
議論も踏まえ、世界農業遺産の構成資産となってい
る生物多様性への十分な配慮や、特別天然記念物で
あるトキなどへの影響の回避、または一層の低減を
図ることなど一歩踏み込んだ意見も述べているとこ
ろである。

本県では「若手教員早期育成プログラム」や「学校
マネジメント力養成研修」などキャリアステージに
応じた研修の充実を図るとともに、教員の多忙化改
善も踏まえ、集合型研修のボリュームを削減した。

教育長

廃止を文科省は「失敗」ではなく「発展的解消」と
し、新たな研修制度を加えた。これにより、さらに
研修の時間が増えるのか。

盛本

～SNSで発信 盛本の活動より～
活動報告

5月26日
原水禁石川総会

6月9日
馳知事への
初質問

6月28日
北陸電力株主
総会アピール

7月23日
全国地方議員
交流研修会in川崎

7月6日
参議院議員
選挙カー

7月29日
七尾市に原発防災
など質問提出

8月5日
731部隊展、
平和パネル展

8月7日
白山市豪雨
農業被害調査

2月24日
石川県知事選挙

3月6日
金沢市長選挙

3月19日
社民党定期大会

3月21日
ピース・ウォーク

4月10日
尺八演奏動画

4月12日
参議院補選

4月23日
石川県巨樹
の会総会

4月28日
志賀原発
訴訟

トキも人も住みやすい環境をつくるためにとりくむ
べきは、農林水産省が力を入れるみどりの食料シス
テム戦略である。低リスク農薬への転換、化学肥料
の低減、有機農業へのとりくみ拡大を食料・食品生
産の地域経済循環とともに実現していこうという戦
略だが、県はこうした環境保全型農業をどのように
推進していくのか。 

3月24日
石川県憲法を
守る会総会


